
浅川

中野あきと事務所

みどりと清流
〒191-0041 日野市南平6-25-1（南平ビル１階）

（電話・FAX 042-599-3350）発行責任者 小山敏正

2021年

11月発行

第226号
日本共産党市議会議員 中野あきと事務所ニュース

法律・生活相談など
お気軽にお立ち寄り下さい

←八王子 新宿→

南平駅
検索・中野あきと

【日野市・比例 政党別得票数】

自民党 27,492(30.76%)

立憲民主党 19,470(21.78%)

維新の会 11,263(12.60%)

日本共産党 10,531(11.78%)

公明党 8,500 ( 9.51%)

れいわ新撰組 4,676 ( 5.23%)

国民民主党 3,879 ( 4.34%)

社民党 1,551 ( 1.73%)

日
本
共
産
党
は
、
今
度
の
選
挙

で
「
野
党
共
闘
で
政
権
交
代
を
」

と
訴
え
ま
し
た
が
、
選
挙
の
結
果

は
自
民
・
公
明
政
権
の
継
続
を
許

す
残
念
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

ご
支
持
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い

た
皆
様
に
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
力

不
足
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

日
野
市
で
は
、
東
京
比
例
代
表

で
の
党
躍
進
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、

小
選
挙
区
の
東
京
21
区
で
、
野
党

統
一
候
補
と
し
て
立
憲
民
主
党
の

大
河
原
ま
さ
こ
さ
ん
を
応
援
し
ま

し
た
。
比
例
代
表
選
挙
で
、
日
野

市
の
日
本
共
産
党
の
得
票
数
、
得

票
率
は
前
進
し
、
東
京
で
の
２
議

席
を
確
保
し
、
笠
井
亮
候
補
と
宮

本
徹
候
補
の
当
選
に
貢
献
で
き
ま

し
た
。
小
選
挙
区
で
は
大
河
原
ま

さ
こ
候
補
が
惜
敗
し
ま
し
た
が
、

比
例
選
挙
で
当
選
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
回
、
政
権
交
代
を
め
ざ
す
初

め
て
の
選
挙
に
挑
戦
し
た
こ
と
は

大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
と
確
信
し

ま
す
。
市
民
と
野
党
の
共
闘
を
揺

る
が
ず
発
展
さ
せ
る
立
場
か
ら
皆

様
の
ご
意
見
も
お
聴
き
し
、
選
挙

結
果
か
ら
教
訓
を
く
み
つ
く
し
捲

土
重
来
を
期
す
決
意
で
す
。

【日野市・小選挙区】候補者得票数

当選 小田原きよし（自民） 40,534

比例当選 大河原まさこ（立憲民主）35,914

竹田 光明 （維新） 12,558

共産党は10議席 野党一本化で62選挙区で勝利

東京21区・野党統一候補 大河原雅子さん（立憲）比例当選

▼大河原まさこ候補を

応援する清水とし子都議

川
辺
堀
之
内
区
画
整
理
組

合
を
め
ぐ
る
不
正
疑
惑

川
辺
堀
之
内
区
画
整
理
組
合
へ

の
、
日
野
市
の
補
助
金
８
０
０
０

万
円(

平
成
30
年
度
分)

を
詐
取
し

た
と
し
て
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
た
河

内
氏
を
め
ぐ
る
東
京
地
裁
の
判
決

が
11
月
18
日
に
下
さ
れ
ま
す
。

す
で
に
、
河
内
氏
の
も
と
で
動

き
逮
捕
さ
れ
て
い
た
人
物
に
は
、

懲
役
２
年
、
執
行
猶
予
４
年
の
有

罪
判
決
が
下
さ
れ
、
河
内
氏
は
、

さ
ら
に
重
い
判
決
と
な
る
こ
と
は

必
至
で
す
。

し
か
し
、
不
正
疑
惑
は
、
裁
判

で
争
わ
れ
て
い
る
問
題
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
25
年
度
か
ら
、

補
助
金
詐
欺
の
根
拠
と
さ
れ
て
い

る
違
法
な
会
計
操
作
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

他
に
も
組
合
の
工
事
入
札
を
め

ぐ
る
談
合
疑
惑
も
浮
上
し
、
ま
た

区
画
整
理
組
合
の
事
業
を
受
託
し

て
い
た
企
業
公
社(

市
が
全
額
出

資
し
て
設
立
し
た
団
体)

を
め
ぐ

る
不
正
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。重

大
な
の
は
、
関
係
す
る
元
市

幹
部
の
多
く
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
応

じ
な
か
っ
た
り
、
ま
た
「
知
ら
な

い
」
「
覚
え
て
い
な
い
」
と
の
態

度
を
取
り
続
け
て
い
る
と
い
る
こ

と
で
す
。
本
当
に
信
じ
難
い
、
ひ

ど
い
状
況
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
か
は
た
保
育
園
の
民
営

化
事
業
を
め
ぐ
る
疑
惑

７
年
前
、
た
か
は
た
保
育
園
の

廃
止
・
民
営
化
が
強
行
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
間
の
調
査
・
追
及
で

民
営
化
園
の
選
定
や
補
助
金
増
額
、

工
事
入
札
に
関
す
る
不
正
疑
惑
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

中
で
も
、
補
助
金
を
め
ぐ
っ
て

は
、
新
園
建
設
補
助
金
、
家
賃
補

助
金
、
ア
ク
セ
ス
道
路
補
助
金
な

ど
、
い
ず
れ
も
当
初
予
定
額
か
ら

次
々
と
膨
れ
上
が
っ
て
、
総
額
は

６
億
円
に
及
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
一
連
の
経
過
に
、
河
内
氏

が
主
導
的
に
関
わ
り
、
大
坪
市
長

は
そ
の
こ
と
を
承
知
の
上
で
補
助

金
支
出
の
決
裁
を
し
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
９
月
議
会
で
、
２
６
０

万
円
の
補
助
金
を
出
す
こ
と
に
な
っ

た
月
額
３
９
０
万
円
と
い
う
高
額

な
家
賃
の
根
拠
を
徹
底
的
に
質
し

ま
し
た
が
、
市
長
は
、
「
家
賃
が

適
正
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、

問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

し
な
が
ら
、
「
第
三
者
委
員
会
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て(

判
断
す

る)
」
と
い
う
見
解
を
繰
り
返
し

ま
し
た
。

そ
の
第
三
者
委
員
会
は
、
今
年

３
月
に
設
置
さ
れ
、
弁
護
士
３
人

の
メ
ン
バ
ー
で
合
計
18
回
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
、
10
月
下
旬
に
報
告

書
が
ま
と
ま
り
、
市
長
に
報
告
さ

れ
て
い
ま
す(

し
か
し
、
11
月
10

日
に
至
る
も
公
表
さ
て
い
ま
せ
ん)
。

（
二
面
に
つ
づ
く
）

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

日
野
市
政
を
め
ぐ
る
不
正
疑
惑

日
野
市
政
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
汚
職
・
不
正
疑
惑
は
、
こ
の
間
も
次
々

と
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
り
、
河
内
久
男
元
副
市
長
へ
の
疑
惑
に
と
ど
ま

ら
な
い
、
日
野
市
政
が
抱
え
て
い
る
構
造
的
な
問
題
で
あ
る
こ
と
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
大
坪
冬
彦
市
長
の
関
与
と
責
任
が
問
わ
れ
る

事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

９
月
議
会
で
の
質
問
も
踏
ま
え
問
題
点
を
整
理
し
、
ご
報
告
致
し
ま
す
。

中
野
あ
き
と

◀
不
正
疑
惑

ご
み
問
題

市
役
所
前
で
の

抗
議
行
動

2021年総選挙
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◎短期間のお試し購読。一部売りも。

お気軽にお申し込みを。中野あきと事務所

しんぶん

赤旗

≪日野の風物詩≫ （その１０）

「菊まつり」開催中 お出かけを！

記念の５０回目 高幡不動尊の境内

恒例の「菊まつり」が高幡

不動尊境内で行われています。

「菊まつり」は日野市観光協

会が毎年、実施しているもの

で、昨年は「コロナ」で中止

でしたが、今年は記念の５０

回目の開催です。広い境内には「よしず張り」がいくつも

つくられ、菊愛好家たちが丹精込めて咲かせたみごとな花

がきれいに並べられています。

種類も花弁の太いもの、細いものなど豊富です。懸崖

（けんがい）などもあります。また一株にたくさんの花を

咲かせる「千本咲き」も本堂の正面左に陣取っています。

「菊まつり」は１１月１７日まで。高幡不動尊境内は紅

葉の名所でもあり「もみじまつり」もまもなく行われます。

日本共産党の清水とし子都議は、１０月６日、都議会本会議で初質問

に立ちました。

清水都議は、東京都にも関わりのある元副市長の疑惑問題、北川原公

園予定地内のごみ搬入路問題と公園整備について、都の見解を質しまし

た。また、保健所の増設、ミニバスなど地域公共交通について都に積極

的な対策・支援を強く求めました。

◀質問に立つ清水とし子都議、右最前列は小池百合子知事

清水とし子都議、本会議で初質問

近
年
、
全
国
的
に
被
害
が
増
加
し
て
い

る
ナ
ラ
枯
れ
が
、
昨
年
か
ら
南
平
や
平
山

の
雑
木
林
な
ど
で
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

森
林
の
病
害
虫
で
あ
る
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ

ク
イ
ム
シ
が
、
病
原
菌
で
あ
る
「
ナ
ラ
菌
」

を
増
殖
さ
せ
る
こ
と
で
、
水
を
吸
い
上
げ

る
機
能
を
阻
害
し
て
枯
渇
さ
せ
る
樹
木
の

伝
染
病
と
さ
れ
て
い
ま
す(

人
体
な
ど
に

影
響
は
な
い)

。

木
の
根
元
に
フ
ラ
ス(

木
屑)

が
落
ち
て

い
た
り
、
幹
に
直
径
約
１〜

２
㎜
の
穴
が

た
く
さ
ん
空
い
て
い
て
、
梅
雨
明
け
後
か

ら
晩
夏
に
か
け
て
急
に
枯
れ
、
葉
が
赤
褐

色
や
茶
色
に
変
色
し
、
落
葉
し
な
い
な
ど

の
特
徴
が
あ
り
、
放
置
す
れ
ば
倒
木
の
危

険
も
あ
り
対
策
・
対
応
が
必
要
で
す
。

日
野
市
で
は
、
市
が
所
有
・
管
理
し
て

い
る
範
囲
で
も
２
０
０
本
以
上(

民
有
地

な
ど
含
め
る
と
倍
以
上
に
及
ぶ
と
推
察
さ

れ
る)

の
ナ
ラ
枯
れ
が
確
認
さ
れ
て
い
て
、

順
次
、
伐
採
等
の
対
応
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
新
た
な
予
算
措
置
も
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

平山６丁目の崖崩れ対策

地域住民の皆さんから繰り返し要望されてきた、平山６丁目住宅

地の東側と南側に位置する急傾斜地の崖崩れ対策は、今年度、工事

を行うための詳細設計と境界確定のための測量調査が進められてい

ます。

予定では、年度末までに住民説明会などが開催され、その後、令

和４年度から令和７年度までの４年間で工事を行うとされています

が、合意が必要な急傾斜地の所有者(開発業者)との交渉次第によっ

ては、今後の予定の変更もありうる状況です。

なお、この急傾斜地崩壊対策は、「急傾斜地の崩落による災害の

防止に関する法律」に基づいて実施されるもので、東京都の100

％財政負担で行う都施工の事業となっています。

全
国
で
広
が
る
ナ
ラ
枯
れ
被
害

南
平
・
平
山
の
雑
木
林
で
も

平山地域は丘陵地のうえ、高齢化で車を手放す人が増え

ているため、ミニバス「平山循環」ついて要望があります。 まず、

現在１時間に１便の本数を増やしてほしい。次に、コースを住民の要

望に沿って若干変更してほしい。 また、帰りに困る人がいるため、

今の循環型ではなく往復運行にできないでしょうか。（平山３丁目Ａ）

市政に
ひとこと

ミニバス「平山循環」へのお願い

（
一
面
の
つ
づ
き
）

問
わ
れ
る
市
長
、
議
会

の
対
応

不
正
一
掃
に
よ
る
市
政

の
立
て
直
し
・
刷
新

川
辺
堀
之
内
区
画
整
理
組

合
を
め
ぐ
る
問
題
も
、
た
か

は
た
保
育
園
民
営
化
事
業
を

め
ぐ
る
疑
惑
も
、
歴
代
市
長

や
元
副
市
長
、
元
部
長
を
は

じ
め
元
市
の
幹
部
職
員
が
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
拒
否
や

「
知
ら
な
か
っ
た
」
「
覚
え

て
い
な
い
」
で
許
さ
れ
る
問

題
で
あ
り
ま
せ
ん
。

大
坪
市
長
に
お
い
て
は
、

巨
額
の
税
金
・
補
助
金
を
投

入
し
て
き
た
張
本
人
で
あ
り
、

自
ら
知
っ
て
い
る
事
実
を
は

じ
め
全
容
を
明
ら
か
に
す
る

責
任
が
あ
り
ま
す
。

議
会
も
そ
の
存
在
意
義
が

問
わ
れ
る
事
態
で
す
。

共
産
党
市
議
団
は
、
こ
の

間
、
議
会
と
し
て
調
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
全
容
解

明
に
役
割
を
果
た
そ
う
と
提

案
し
て
き
ま
し
た
が
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
拒
否
や
「
覚
え
て
い

な
い
」
な
ど
の
対
応
が
明
ら

か
に
な
っ
た
今
、
い
よ
い
よ

議
会
が
そ
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

12
月
議
会
で
は
、
第
三
者

委
員
会
報
告
書
も
踏
ま
え
て

徹
底
的
な
真
相
解
明
に
挑
み

ま
す
。
調
査
特
別
委
員
会
の

設
置
を
求
め
全
力
を
尽
く
し

ま
す
。

［2021年12月の無料法律相談日］

■２日（木）午後６～８時 大髙哲史事務所

■９日（木）午後１～３時 日野市役所６階共産党控え室

［お申し込み］清水とし子・渡部三枝事務所

電話 ０４２－５８２－１０４２

◎法律相談以外のお困りごともお気軽に

中野あきと事務所 電話 ０４２－５９９－３３５０


